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　わが国における単産，すなわち産業別組織は周知の
ように企業別組合という単位組合の産業別連合である
が，その機能がいわゆる単一産業別組合に比していち
じるしい制限を受けていることは，組合運営の墓本単
位が企業別であり，財政的にも集中されていないとい
うことからむしろ当然のことである。特に単産の機能
を制約している条件は，企業間の労働条件較差であ
り，それによって団体交渉が個別企業別組合に分解さ
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れることである。このような条件のもとにおいては，
単産の機能は個別単位組合の最大公約数的な課題の範
囲にとどまり，労働組合が持つべき多くの機能は依然
として，企業別単位組合に細分化されたままの状態に
おかれる傾向がある。しかし他方では，企業別という
組織形態自体の制約によって，労働組合的機能は現状
・では労働条件の一般的水準に対して影響を与える力に
とぼしく，たえず単位組合間の連携の必要に迫られて
いる。すなわち産業的規模の労働組合運動への促迫は
大きいと見なければならない。
　単産論はこのようにして二つの要因の接合点として
位置づけられる。その第一の要因は企業別組合という
組織原理が貫徹するためにはどれだけの機能がこの単
位組合に残されなければならないかということであ
り，第二の要因は産業的規模での労働組合運動が論理
性を確保するためにはどれだけの機能を吸収しなけれ
ばならないかということであるQこの二つの論理の系
は相互に重なる部分を不可避的に持っている。なぜな
ら労働組合運動の論理性はおのずから全体的なもので
なければならないからである。たとえぽ産業的規模で
の労働組合的機能を担うべき産業別組合は，その成立
要件として職場組織を末端とする機構を中央に統一さ
れたものとして持たねばならないのであり，このよう
な規定を受けた職場組織は企業別組合が解体されない
かぎり不可能なのである。
　本研究が「中小」単産に問題を設定した理由は，中
小単産は一般に中小企業をその傘下に収めているが，
大単産とこれとの差はただ単に組織している単位組合
の規模にのみあるのではなく，その組織および運営に
ついても特徴的な差異を見出し得ると思われたからで
あり，さらにその差異から単産の日本的条件について
分析を深めることが可能であると思われたからであ
る。理論的に想定しうる範囲では，中小単産の持つ役
割は，中小企業が一般に低位の組織状況にある点から
見て，大単産のそれよりむしろ大きいと考えることが
できる，何故なら，低位の組織状況にあり，したがっ
て団体交渉による労働条件の決定という機構の未成熟
な条件においては，産業的規模における組織が持つ労
働組合的機能は，企業別組合の機能によって制約され
ることが少ないからである。しかし，労働市場が企業
別に分断されている条件の下において，この機能が当
然服さねばならない制約があることは予想される。同
一産業に大単産と中小単産が併存している場合には中
小単産の組織する企業は何らかの関係において大単産
の組織している大企業との結びつきを保っており，労
働条件もまたそれによって一定の影響を受ける。この
場合に起りうることは大単産と中小単産の合併問題で
あるが，この問題はふたたび企業別組合と産業別組合
との相克をひきおこさざるを得ない。
　以上のような理論的想定にもとついて，化学産業に
ついて調査を行った結果，ほぼ上の仮設を検証するこ
とがでぎた。しかしまた同時に新たな問題提起をも受
・けねばならなかった。それは大単産の組織原理と中小
単産のそれとの間には，同じく産業規模での団体交渉
機能の確立という目標に向いながらも，かなりの相異
が認められることである。その最も大きな点は大単産
が，その傘下にある企業別組合の個別的運動を統一す
ることをこ中心的なモティーフを持っているのに対し
て，中小単産の場合には運動がむしろ地域的運動へ向
っていることである。後者の場合にはその特徴によっ
てむしろ雑産業を組織内に包摂する傾向さえ見受けら
れる。したがってそれが交渉する労働条件は地域的賃
率という形態をとることがしばしばであり，いわゆる
産業概念は，中小単産の場合かなりの再検討を要する
点となる。そしてそれがはたして産業という労働市場
区分1・C結果するものか，あるいはいわゆる「一般組
合」への展望につながるものかが問われなければなら
ない。これらの諸点はさらに充分な実態調査の上で結
論すべき問題である。
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